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セ
ン
タ
ー
の
概
況

　
戸
田
市
Ｓ
Ｃ
は
、
平
成
十
五
年
に
社

団
法
人
と
し
て
設
立
し
、
平
成
二
十
四

年
に
公
益
社
団
法
人
に
移
行
し
た
。

　
令
和
二
年
度
の
契
約
金
額
は
約
三
億

千
四
百
七
十
九
万
円
（
労
働
者
派
遣
事

業
を
含
む
）。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
な
ど
も
あ
り
、
請
負
・

委
任
の
契
約
金
額
は
前
年
度
比
で
一

三
・
二
％
減
少
し
た
も
の
の
、
労
働
者

派
遣
事
業
が
三
〇
・
四
％
増
加
す
る
な

ど
伸
び
を
み
せ
て
い
る
。
会
員
数
は
八

百
二
十
六
人
で
、
前
年
度
よ
り
七
十
二

人
増
加
し
て
い
る
。

関
東
圏
屈
指
の
サ
ー
ク
ル
数

　
戸
田
市
Ｓ
Ｃ
で
は
、
平
成
二
十
四
年

に
初
め
て
の
サ
ー
ク
ル
と
し
て
「
シ
ル

バ
ー
・
パ
ソ
コ
ン
同
好
会
」
が
発
足
。

以
来
、
次
々
と
特
色
の
あ
る
サ
ー
ク
ル

が
誕
生
し
て
き
た
。
ゴ
ル
フ
や
卓
球
、

菜
園
な
ど
の
ほ
か
、
趣
味
性
の
高
い
写

真
、
囲
碁
・
将
棋
、
星
空
鑑
賞
ま
で
多

彩
。
現
在
の
サ
ー
ク
ル
数
は
十
八
と
、

関
東
圏
の
セ
ン
タ
ー
の
中
で
も
屈
指
の

数
で
あ
る
（
表
）。

　
白
井
義
則
主
幹
は
「
会
員
に
提
案
し

て
い
る
の
は
“
就
業
活
動
”“
サ
ー
ク
ル

活
動
”“
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
”
と
い
う

三
つ
の
柱
で
す
。
中
で
も
、
サ
ー
ク
ル

は
、
生
き
が
い
や
人
と
の
つ
な
が
り
を

一
番
感
じ
ら
れ
る
目
玉
に
な
る
べ
き
も

の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
会
員
か
ら
の

要
望
が
あ
れ
ば
、
新
サ
ー
ク
ル
の
発
足

を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
」

と
話
す
。

　
令
和
二
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
、
多
く
の
サ
ー
ク
ル
活
動
が
一
時
休

止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
し
か
し
、
昨
今

は
、
マ
ス
ク
着
用
や
消
毒
、
換
気
な
ど

の
感
染
防
止
策
を
徹
底
し
、
ほ
と
ん
ど

が
再
開
し
て
い
る
。

就
業
に
発
展
し
た

健
康
麻
雀
「
雀
健
碰
」

　
健
康
麻ま

ー
じ
ゃ
ん雀
「
雀じ

ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん

健
碰
」
は
、
平
成
二

十
九
年
に
都
丸
利
夫
さ
ん
（
サ
ー
ク
ル

代
表
）
に
よ
っ
て
発
足
し
た
。
メ
ン
バ

ー
は
現
在
三
十
一
人
。
活
動
は
月
二
回

（
各
四
時
間
／
会
費
：
月
百
円
）、セ
ン

タ
ー
の
会
議
室
で
行
っ
て
い
る
。

　
健
康
麻
雀
と
は
「
飲
ま
な
い
・
賭
け

な
い
・
吸
わ
な
い
」
を
基
本
に
、
麻
雀
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　戸田市ＳＣでは、平成24年に初めてのサークル「シルバ
ー・パソコン同好会」ができたことを皮切りに、次々と特
色のあるサークルが発足。健康麻雀やパン作り、ブック＆
ムービーなど、現在18のサークルがあり、会員の生きがい
づくりと人とのつながりを支えている。近年ではサークル
活動が入会の動機となるケースも多く、会員獲得や就業拡
大のきっかけの一つにもなっている。

会
員
の
要
望
に
応
じ
て

サ
ー
ク
ル
発
足
を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト

公
益
社
団
法
人

戸
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（埼

玉
県
）
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を
純
粋
に
楽
し
む
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
発
足
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
後

藤
文
子
さ
ん
は
、「
頭
を
使
う
し
、
手
も

動
か
す
の
で
認
知
症
予
防
に
最
適
で
す
」

と
答
え
る
。

　
石
丸
利
子
さ
ん
は
「
脳
の
老
化
が
防

げ
る
こ
と
と
、
麻
雀
そ
の
も
の
が
楽
し

い
」
と
、
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
。「
メ
ン
バ

ー
は
同
世
代
な
の
で
話
が
合
う
し
、
ち

ょ
っ
と
し
た
話
題
で
も
得
ら
れ
る
も
の

は
多
い
」
と
、
最
近
で
は
サ
ー
ク
ル
で

の
交
流
自
体
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　
後
藤
さ
ん
、
石
丸
さ
ん
の
活
動
は
、

就
業
に
も
結
び
付
い
て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
近
隣
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か

ら
、「
利
用
者
が
打
つ
麻
雀
の
相
手
役
と

し
て
就
業
し
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
い

う
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
。
こ
れ
を
受
け
、

現
在
は
二
人
を
含
め
た
数
人
が
持
ち
回

り
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
週
二
、
三
回

仕
事
と
し
て
通
っ
て
い
る
。

　
「
趣
味
が
実
益
と
な
っ
た
感
じ
で
、

私
た
ち
も
楽
し
ん
で
就
業
し
て
い
ま
す
」

と
二
人
は
声
を
そ
ろ
え
る
。

パ
ン
作
り
サ
ー
ク
ル
で

得
る
や
り
が
い

　
パ
ン
作
り
サ
ー
ク
ル
「
ア
ン
パ
ン
マ

ン
」
は
、
平
成
三
十
年
に
八
鍬
勝
さ
ん

（
サ
ー
ク
ル
代
表
）
に
よ
っ
て
発
足
。

メ
ン
バ
ー
は
二
十
一
人
。
活
動
は
月
一

回
（
四
時
間
／
会
費
：
一
回
五
百
円
）、

近
隣
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
料
理
室
（
料

理
教
室
）
で
開
催
し
て
い
る
。

　
発
足
の
き
っ
か
け
は
、
倉
庫
作
業
の

就
業
時
の
自
己
紹
介
で
、
八
鍬
さ
ん
が

「
製
パ
ン
メ
ー
カ
ー
に
長
年
勤
め
て
い

た
経
験
を
生
か
し
、
パ
ン
作
り
を
教
え

て
み
た
い
」
と
話
し
た
こ
と
。
こ
れ
を

受
け
て
、
サ
ー
ク
ル
の
立
ち
上
げ
を
セ

ン
タ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　
サ
ー
ク
ル
で
は
、
八
鍬
さ
ん
作
成
の

レ
シ
ピ
を
基
に
、
粉
の
配
合
か
ら
手
作

健康麻雀「雀健碰」のメンバー・後藤文
子さん（左）と石丸利子さん（右）

健康麻雀「雀健碰」（写真上）は、「飲まな
い・賭けない・吸わない」を基本に、麻
雀を純粋に楽しむ活動を月 2 回行ってい
る。マスクとフェースシールドを着用し
て、感染防止策も万全

表　戸田市ＳＣのサークル一覧

①シルバー・パソコン同好会
②ゴルフサークル「渡しの会」
③シルバー写真同好会
④シルバー・野山を歩こう同好会
⑤シルバー女性のつどい
⑥シルバーグラウンド・ゴルフ同好会
⑦英語に親しむ会～中学英語をもう一度～
⑧シルバー歌おう会
⑨ブック＆ムービーサークル

⑩ワイワイ菜園サークル
⑪健康麻雀「雀健碰（じゃんけんぽん）」
⑫テニスサークルかるがも
⑬シルバー卓球クラブ
⑭パン作りサークル「アンパンマン」
⑮シルバーボウリングサークル
⑯囲碁・将棋の会
⑰パークゴルフサークル「さくらそう」
⑱星空の会
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り
で
パ
ン
を
焼
き
上
げ
る
。
今
ま
で
バ

タ
ー
ロ
ー
ル
や
食
パ
ン
、
ピ
ザ
パ
ン
な

ど
多
く
の
パ
ン
を
作
っ
て
き
た
。
完
成

品
は
各
自
で
持
ち
帰
り
、
そ
の
日
の
成

果
を
家
庭
で
楽
し
め
る
の
も
醍だ
い
ご
み

醐
味
だ
。

　
し
か
し
、「
発
足
当
初
は
、
う
ま
く
い

か
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
」
と
八
鍬
さ

ん
。
生
地
を
こ
ね
る
の
に
時
間
が
か
か

り
、
終
了
ま
で
に
焼
け
る
の
か
と
肝
を

冷
や
し
た
こ
と
も
度
々
だ
っ
た
と
い
う
。

な
に
し
ろ
、
会
場
と
な
る
料
理
室
に
あ

る
の
は
、
オ
ー
ブ
ン
と
ボ
ウ
ル
の
み
。

だ
か
ら
こ
そ
、
八
鍬
さ
ん
の
プ
ロ
の
段

取
り
と
工
夫
が
も
の
を
い
う
。

　
「
パ
ン
の
発
酵
温
度
は
そ
の
日
の
天

候
や
気
温
に
左
右
さ
れ
る
の
で
、
や
か

ん
で
蒸
気
を
出
し
て
お
い
て
室
温
を
調

整
す
る
な
ど
、
か
な
り
神
経
を
使
っ
て

や
っ
て
い
ま
す
」
と
、
留
意
点
や
や
り

が
い
を
話
す
。

　
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
事
務

局
職
員
の
石
塚
久
志
さ
ん
は
、「
パ
ン
作

り
が
楽
し
く
、
完
成
し
た
と
き
の
達
成

感
は
ひ
と
し
お
で
す
」
と
語
り
、
活
動

の
充
実
ぶ
り
が
う
か
が
え
た
。

「
ブ
ッ
ク
＆
ム
ー
ビ
ー

サ
ー
ク
ル
」
で
活
動
に
広
が
り

　
「
ブ
ッ
ク
＆
ム
ー
ビ
ー
サ
ー
ク
ル
」

は
、本
好
き
だ
っ
た
森
脇
郊
美
さ
ん（
サ

ー
ク
ル
代
表
）
の
要
望
に
よ
り
、
平
成

二
十
九
年
に
発
足
。
メ
ン
バ
ー
は
現
在

十
三
人
で
、
活
動
は
月
一
回
（
二
時
間

／
会
費
：
年
千
円
）、セ
ン
タ
ー
の
会
議

室
で
実
施
し
て
い
る
。

　
基
本
的
な
活
動
内
容
は
、「
ブ
ッ
ク
」

で
は
本
を
、「
ム
ー
ビ
ー
」
で
は
映
画
を
、

会
員
同
士
で
分
か
ち
合
う
と
い
う
も
の
。

ブ
ッ
ク
と
ム
ー
ビ
ー
は
交
互
に
開
催
し
、

ブ
ッ
ク
で
は
順
番
に
十
分
ほ
ど
本
の
感

想
を
発
表
し
合
う
。
ム
ー
ビ
ー
で
は
、

会
員
の
リ
ク
エ
ス
ト
作
品
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
で
鑑
賞
し
て
い
る
。

　
森
脇
さ
ん
は
「
本
や
映
画
を
通
し
て

自
分
の
感
想
を
話
す
の
が
趣
旨
で
す
が
、

途
中
か
ら
趣
味
の
話
や
個
人
的
な
思
い

出
話
な
ど
に
脱
線
す
る
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
い
い
の
で
、
同
世

代
で
和
気
あ
い
あ
い
と
話
す
こ
と
が
目

的
で
す
」
と
説
明
す
る
。

　
本
好
き
の
児
玉
廣
子
さ
ん
は
、「
本
選

び
で
は
ど
う
し
て
も
自
分
の
趣
味
に
偏

っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
ほ
か
の
人

の
お
勧
め
を
聞
く
と
視
野
が
広
が
り
、

ぜ
ひ
読
ん
で
み
た
い
と
思
え
ま
す
。
ム

ー
ビ
ー
で
は
毎
回
泣
い
た
り
笑
っ
た
り

で
き
ま
す
し
、
な
に
よ
り
こ
う
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
仲
間
と
出
会
え
た
こ
と
が
と

て
も
う
れ
し
い
」
と
話
す
。

　
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
、
神

保
健
一
副
理
事
長
は
、「
自
分
の
感
想
を

ど
の
よ
う
に
伝
え
る
べ
き
か
と
思
い
悩

パン作りサークル「アンパンマン」（写真
上）は、製パンメーカーに勤めていた八
鍬勝さんを中心に、月 1 回実施。完成し
たパンは、各自持ち帰るので、家族に成
果を見せることもできる

パン作りサークル「アンパンマン」の代
表を務める八鍬さん（右）と、メンバー
で事務局職員の石塚久志さん（左）
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む
こ
と
が
、
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
同
士
の
井
戸
端
会
議
の
中
に

も
有
益
な
情
報
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て

い
て
、
毎
回
、
発
見
が
あ
り
ま
す
」
と
、

活
動
の
意
義
を
話
す
。

　
サ
ー
ク
ル
が
き
っ
か
け
で
セ
ン
タ
ー

で
の
活
動
が
広
が
っ
て
い
く
メ
ン
バ
ー

も
多
い
。
森
脇
さ
ん
や
児
玉
さ
ん
は
こ

こ
で
の
出
会
い
か
ら
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー

に
誘
わ
れ
、
児
童
見
守
り
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
サ
ー
ク
ル
、
仕
事
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
全
て
に
関
わ
れ
て
、
と
て
も
充
実
し

て
い
ま
す
」
と
両
人
は
声
を
そ
ろ
え
た
。

サ
ー
ク
ル
活
動
の
効
果
を

内
外
に
発
信
す
る

　
戸
田
市
Ｓ
Ｃ
の
サ
ー
ク
ル
活
動
は
、

会
員
の
前
向
き
さ
や
意
欲
を
引
き
出
す

の
に
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

よ
う
だ
。

　
白
井
主
幹
は
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な

サ
ー
ク
ル
活
動
の
効
果
を
内
外
に
発
信

す
る
こ
と
も
重
要
視
し
て
い
る
。

　
「
サ
ー
ク
ル
活
動
だ
け
し
た
い
と
い

う
目
的
で
、
セ
ン
タ
ー
へ
入
会
し
て
も

い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
で
、

セ
ン
タ
ー
を
も
っ
と
楽
し
ん
で
活
用
し

て
も
ら
え
る
は
ず
で
す
。
そ
し
て
そ
の

よ
う
な
会
員
が
増
え
れ
ば
、
セ
ン
タ
ー

の
雰
囲
気
が
一
層
明
る
く
な
り
、
今
後

の
会
員
拡
大
の
土
台
に
も
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
」
と
自
信
を
み
せ
た
。

（
山
辺
健
史
）

「サークル活動が、会員の前向きさや意欲
を引き出すのに、大きな役割を果たしてい
る」と語る白井義則主幹

事業運営状況 （平成28年度～令和 2 年度）
年度 会 員 数 粗入

会率
就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男 女 計

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

平成28 394 209 603 2.2 514
（71,078） 85.2 1,835 251,801 11.9/88.1

29 408 222 630 2.2 542
（79,950） 86.0 1,842 282,489 9.3/90.7

30 444 251 695 2.4 606
（83,036） 87.2 1,979 309,403 7.3/92.7

令和元 478 276 754 2.6 639
（89,089） 84.7 1,922 331,929 6.1/93.9

2 507 319 826 2.8 651
（85,083） 78.8 1,769 314,794 9.3/90.7

※受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は平成29年度まで請負・委任、平成30年度以降は請負・委任と労働者派遣事業が対象
※就業延人員は令和 2 年度から労働者派遣事業の教育訓練受講を含む

写真右から、神保健一副理事長、「ブック
＆ムービーサークル」代表を務める森脇
郊美さん、メンバーの児玉廣子さん

「ブック＆ムービーサークル」では、会
員同士が本の情報交換や感想、映画の鑑
賞会を月 1 回行っている。写真上はムー
ビーの回。プロジェクターの映像を壁に
映し出して映画を鑑賞している


